
一般社団法人 薬学教育協議会 第１３回社員総会議事録 

 

【年月日】平成２７年６月２６日（金）午後２時～４時３０分 

【場所】 慶應義塾大学薬学部１号館 マルチメディア講堂 

 

１．社員出席者確認 別紙（資料１） 

議決権のある社員総数          ９９名 

総社員の議決権の数           ９９個 

出席社員数（委任状によるものを含む）  ９５名（委任状出席２２名） 

この議決権の総数            ９５個 

２．代表理事挨拶 

 以上のとおり社員の出席があったので、定款の規定により、代表理事望月正隆が議長席に

つき、本定時総会は適法に成立したので開会する旨を宣し、直ちに議事に入った。 

３．議事録署名人の選任 

 議長が下記の２名（敬称略）を定款第２４条第２項に基づく議事録署名人として議長指名

により選任した。 

  北里大学 薬学部  伊藤智夫先生 

  昭和薬科大学    西島正弘先生  

４．来賓挨拶  

  文部科学省高等教育局医学教育課 前島一実様 

  厚生労働省 医薬情報室長 田宮憲一様 

 

５．協議事項 

１）第１号議案 平成２６年度事業報告について 

須田晃治事務局長より、当年度（自平成２６年４月１日至平成２７年３月３１日）における

事業状況を下記の書類を提出して詳細に説明報告し、その承認を求めたところ、満場異議なく

これを承認可決した。 

    １ 平成２６年度事業報告及び附属書類（資料２） 

 

２）第２号議案 平成２６年度決算報告および監査報告について 

唐沢公認会計士事務所 円城寺氏より、下記資料３に基づき、薬学教育協議会本部および

各地区調整機構の収支について説明した。 

また、齊藤 勲監事より、下記資料４を示して、平成２６年度事業報告および平成２６年

度決算報告に対する監査報告を行った。 

代表理事より上記の件を一同に諮り、平成２６年度決算報告は一同異議なく承認された。 

 １ 平成２６年度財務諸表及び収支計算書（資料３） 

 ２ 平成２６年度監査報告書（資料４） 



３）第３号議案 理事の辞任、交代に関する件 

 理事の辞任および交代に関する件につき、事務局長より下記の説明が行われた。 

 ・神戸薬科大学の社員代表者が交代したため、定款第２９条第２項により棚橋孝雄氏が理

事を辞任した。平成２６年度社員総会で定めた補欠理事を繰り上げることになるが、当

該補欠理事候補者も社員代表者でなくなったため、補充できなくなった。そのため理事

総数が１９名となるが、理事定数は１５名以上２０名以内と定款に定めているので、補

充しなくても制度上問題はない。よって、今回は欠員の補充はしないこととする。 

 ・国公立大学薬学部長（科長・学長）会議の社員代表者が平嶋尚英氏から杉山政則氏に交

代し、公益社団法人日本薬学会社員代表者が柴崎正勝氏から太田 茂氏に交代した。平

成２６年度社員総会において教育関連団体選出理事は後任の社員代表者を理事とするこ

ととなったので、平嶋尚英氏と柴崎正勝氏が理事を退任し、杉山政則氏と 

太田 茂氏が理事に就任する。 

 代表理事より上記の件を一同に諮り、一同異議なく承認された。 

 

６．報告事項 

１）平成２７年度事業計画に関する件 

 事務局長より、下記資料に基づき、平成２７年度事業計画について説明した。 

    １ 平成２７年度事業計画（資料５） 

 

２）平成２７年度予算に関する件 

 事務局長より、下記資料に基づき、平成２７年度予算について説明した。 

    １ 平成２７年度予算（資料６） 

 

３）定款施行細則第３号 理事会運営規則に関する件 

事務局長より、新たに作成した理事会運営規則を下記資料に基づいて説明した。 

    １ 理事会運営規則（資料７） 

 

４）参与の委嘱について 

 代表理事より、北里大学薬学部 本間 浩氏を参与とするとの報告があった。 

 

５）平成２８年度実務実習実施日程に関する件 

 代表理事より、来年度の実務実習実施日程（Ⅰ期～Ⅲ期）がどのように行われるか、下記資

料に基づいて説明があった。 

    １ 平成２８年度実務実習実施日程（資料８） 

 

 

 



６）事務局長の交代に関する件 

代表理事より、事務局長が須田晃治氏から阿刀田英子氏に交代する旨、説明があった。 

 

７）その他 

（１） 三輪亮寿監事より、話題提供があった。 

      平成２６年６月に行われた薬剤師法改正により薬剤師の法的地位が大きく  

変化したこと、その結果実務実習内容に法律的注意を要する事項が出てきたこと

（「医行為」や「看護師独占業務」への抵触等）、薬剤師の固有かつ適法な臨床行為

をどのように考えるか。 

     富田基郎理事より、関連発言があった。 

      ヘモグロビン A1cなどの臨床検査測定値と薬剤師業務  

（２） 永井恒司氏より、国際標準医薬分業とはいかなるものか、について提言があった。 

      医師が処方し、薬剤師が調剤する、国際標準の医薬分業を実現しようという  

呼びかけ 

 

７．代表理事挨拶・閉会挨拶 

議長が、以上をもって本日の議事を終了した旨を述べ、午後４時３０分閉会した。 

 

 

以上、相違ありません。 

 

平成２７年７月１０日 

 

一般社団法人 薬学教育協議会 

代表理事   望 月 正 隆  角印 

 （押印済み） 

 

      議事録署名人 

       理  事   伊 藤 智 夫  印 

（押印済み） 

 

       昭和薬科大学 西 島 正 弘  印 

（押印済み） 


